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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

　リン酸モノエステルは、洗浄剤、起泡剤、乳化剤、保湿剤、毛穴引き締め剤などとして洗剤、化粧品、医薬品などに含まれる重要な有機化合物である。また、難水溶性のアルコールをリン酸エステル化すると水溶性が向上することから、アルコールのリン酸エステル化は水溶性の高い医薬品の開発などにも利用されている。これまでリン酸モノエステルは、アルコールに対して過剰量のオキシ塩化リンや五酸化リンなどの毒性及び腐食性の強い試薬を反応させて合成されてきた。しかし、この合成法では試薬由来の不用物質が多量に副生してしまうため、高純度・高品質のリン酸モノエステルを原子効率よく得ることが困難であった。
　上記問題を解決し、また環境に優しいグリーンケミストリーを指向すると、等モル量のリン酸とアルコールを触媒的に脱水縮合させることによりリン酸モノエステルを合成するのが最も理想的である。我々の研究室では、N-ブチルイミダゾールを有機塩基触媒として用いることにより、１〜２当量のリン酸とアルコールの脱水縮合によるリン酸モノエステルの合成に世界で初めて成功した。N-ブチルイミダゾール触媒をアルコールに対して10 mol % 使用し、１〜２当量のリン酸とアルコールを反応させることにより、リン酸モノエステルが選択的かつ90%以上の高収率で合成できた。本合成法は、水以外の副生成物が生成しないため、高品質のリン酸モノエステルを容易に得ることができる極めて環境に優しい合成法である。

　同様なコンセプトの下、等モル量のカルボン酸とアルコールを触媒的に脱水縮合させてカルボン酸エステルを合成することに成功した。本触媒系で副生成するものは水のみであり、大変興味深いことに生成する水共存下でも脱水縮合反応は進行した。この現象は酵素同様、触媒内の疎水機能によるものである。
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	欧文概要　ＥＺ

　Phosphate monoesters are synthesized from a mixture of phosphoric acid (1 or 2 equiv) and alcohols (1 equiv) in the presence of tributylamine.  The reaction is promoted by nucleophilic bases such as N-butylimidazole and 4-(N,N-dialkylamino)pyridine.  2’,3’-O-Isopropylidene ribonucleosides are selectively converted to their 5’-monophosphates without the protection of amino groups ion nucleobases.  More environmentally benign alternatives to current chemical processes, especially large-scale, fundamental reactions like ester condensations, are highly desirable for many reactions.  Bulky diarylammonium pentafluorobenzenesulfonates and tosylates serve as extremely active dehydration catalysts for the ester condensation reaction of carboxylic acids with equimolar amounts of sterically demanding alcohols and acid-sensitive alcohols.  Typically, the esterification reaction is performed in heptane by heating at 80 °C in the presence of 1 mol% of the catalyst without removing water.
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